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●　ｉ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･･　　　 ｉ　　　　　　 ●：･●●･●●●　　　　　　　　　　　　　　　　　 ●　●平 成 ２ ３ 年 ５ 月 ２ ６ 日 付 け で 提 起 さ れ た 生 活 保 護 洫Jj（ 咆 和 ２ 七 年 法 律 第 １ ４ ４ 号
。 以 下

「 法 」 と い う
。） 第 ６ ３ 条 に 基 づ く 保 護 費 の 稈 鑼 額 ｄ 決 定 処 分 に 係 る 審 査 請 求 に つ い て 、 次

、の と お り 裁 決 し ま す 。　　　　　 卜　 十

主 ‥･　　　　　 文

本件処分のうち、高額療養費の受給を理由とする部分(59,  3 ６ ０ 円の返還斉決定じ
た部分）は、これを取り消す。　　　　　　　コ　　　　＼　　　　　　　　　・
’本件審査請求のその余の部分は、棄却する。

＼　　　　　　　　　 理　　　　　　　　　 由

第 １　 審 査 請 求 の 趣 旨 及 び 理 由

ｉ　 審 査 請 求 の 趣 旨　　　　　　 づ　　　　 ＼

本 件 審 査 請 求 の 趣 旨 は 、 処 分 庁 が 審 査 請 求 人 （以 下 「請 求 人 」 と､い う 。） に 対 し て 平 成 ２
■　　　　　　　　Ｉ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ　　　　　　　　　　　　　　　　　 丶　　　　　　　　　　Ｆ３ 年 ３ 月 ２ ８ 日 付 け で 行 っ た 法 第 ６ ３ 条 に 基 づ く 返 還 額 の 決 定 処 分 を 不 服 と し 、 そ の 取 消

し を 求 め る､と い う も の で あ る 。

２　審査請求の理由　　▽　　　　　　　　　　　　　　　 コ　 。
本件処分はご請求人の年金記録の訂正により支給された差額、･請求人の妻（以下「妻」

という 。）の高額療養費の支給額及び請求人の年金の誤認定による過支給額の計1,  3 5 7,
３３１円の返還を求めるものであるが、本件審査請求の理由は要するに次のとおりであり、
請求人はこれらの点から本件処分は違法又は不当であると主張していると解される。

（１） 生活保護開始前に滞納していた税金、保険料や水道料等の請求書が増えたため、生
活仭钁の翁担当ケースワーカーlに「これ以上払えない。･」と説明したとどろ「今金がよ
＼けいに入るのでヽそれで払ってください。卜 と言われたので払ったjFと。十

げ ゛
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（２）‘年金の管理は処分庁が厚意で行っていると思っていたこと。
年金と生活保護費で生活しており、預金がなく返還できないごと。

処分庁の弁明　　　　　　　　　 工

人は「前担当ケースワーカーに指導された’とおり保険料と税金の滞納分の支払いに
まゝした。」と主張しているが、前担当ケースワーカーが、請求人の借金や滞納に関し

「そ の ま ま に 臂 ず 、払 え る と き に 払 づ た 方 が い い の で は な い か 。」 と 助 言 指 導 し た も め は 、

プ 般 的 、 常 識 的 な 話 と し て 「借 り た も の は 返 さ な い と い け な い 。」 と い う 意 味 で し た も の

に 過 ぎ ず 、 具 体 的 に 当 該 年 金 記 録 の 訂 正 に よ り 支 給 さ れ た 差 額 等 か ら の 支 払 い を 示 す も の

Iで は な い 。 ま し て 年 金 記 録 の 訂 正 に よ る 差 額 等 を 受 給 予 定 で あ っ た こ と は 全 く 知 ら な か っ

た も の で あ り 、 請 求 人 か ら の 報 告 も な か づ た 。　　　　　　　　　　　･
。

一 方 、 生 活 保 護 受 給 中 に 得 た 年 金 記 録 の 訂 正 に よ る 差 額 等 か ら 過 去 の 保 険 料 と 税 金 の 滞

納 分 を 支 払 っ･た と し て も 、 過 去 の 債 務 に 対 す る 弁 済 金 を 収 入 か ら 控 除 す る こ と は 認 め ら れ

な い 。 よ っ て 、 受 給 額 全 額 に 相 当 す る 保 護 費 の 返 還 を 決 定 し た り の で あ る 。

仮｡ に 、 請 求 人 の 得 た 収 入 か ら 何 ら か の 控 除 さ れ る べ き 額 が あ る の で あ れ ば 、 請 求 人 は 実

施 機 関 に 対 し 報 告 す る 必 要 が あ り 、 年 金 記 録 の 訂 正 に よ り 支 給 さ れ た 差 額 等 の 使 途 に つ い

て 明 ら か に す べ き で あ る 。　　 ◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
よ

請 求 人 は 、 生 活 保 護 法 第 ６ １ 条 の 届 出 義 務 に 反 し て お り 、 そ の 主 張 は 保 護 費 返 還 決 定 を
●　　　　　　　　　　　　・　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　ｌ　　　　　　　　　　　　　　　 Ｉ　　　　　　　Ｉ　　　　・

無 効 と す る 理 由 に は な ら ず 、 本 件 審 査 請 求 は 棄 却 さ れ る べ き で あ る 、

第３

(:[]
審査庁の認定事実　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 十
処分庁は、請求人に対し、平成2‘O 年２月2ﾚ9 日=から法による保護､を開始したこと。

（２） 処分庁は、平成２０年４月1  4'日に、 当 宍

者から請求人の平成１９年度の介護保険料が全額未納となっていることを確認したと
¨と。　　･ ｀　　 。。　　　　　　 ‥ 卜

また4 請求人に架電し、介護保険料の納付書を送付するので、できるだけ滞納分を
納付するよう指導したこと。これに対し請求人は「で=きるだけ頑張づてみる。」と答え
たこと。　　　 ご ・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／

（３） 処分庁は、平成２１年６月１７日に請求人から電話を受け、年金振込通知書を送っ
てもらうとしたこと。　　　　　　　 △　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼几

（４匚 処分庁は、平成2 ヶ1年６月１ ８ 日 に家庭訪問し、妻から年金振込通知書を受け取っ
た。なお、請求人分の通知書は見当たらず、’請求人から「額は変わらない。」と聞いた
こと。　　＞　　　　グ
＼ またレ滞納している水道料を一括で納付してもらうことで了解を得たこと。

（５） 処分庁は、平成２ ２ 年 ６ 月 に行った課税状況調査で、請求人の平成２１年中の年金
■　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　』

を上回っているのを確認したこと。
（６） 処分庁は、平成２２年７月２ Ｑ 日に皿 年金事務所を訪問し、請求人の年金記録が

訂正され、差額分が支給されていることを確認したこと。、　　　　　　　　 十

㈲



Ｓ

･(７) 処分庁は、'平成２２年８月23 宍日に皿 年金事務所の相談員に架電し、請求人の年
liy/･･ 金記録の訂正状況一覧表の作成命依頼したこと。づ

この依頼1に基づき、皿 年金事務所が作成し、処分庁が平成３２年８月２７日に受
した資料により、年金記録の訂珥による差額として、平成31 年４月１ ５ 日に平成

朧1 5 年 ２ 月 分 か ら 平 成 ２ １ 年11 月 分 ま で の5  8  4,  2  4  9 円 ， 平 成 ２ １ 年 ５ 月 １ ５ 日
－　●　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　・

“に平成１ ！年６月分から平成！ ５年 １月分までめ5  4 2,3 ﾌﾞ00円を請求人か受給し
ているのを確認したこと。　　　　　　　　　　ダ

( ８) 処 分 庁 は

、

平 成 ２ ２ 年 ７ 月 １ ３ 日 以 降
の 家 庭 訪 問 及 び 平 成 ２ ２ 年 ８ 月 ２ 日 に 請 求 入

か ら 提 出 さ れ た 遅 延 特 別 加 算 金 支 払 決 定 通 知 書 の 写 し 及 び 預 金 通 帳 の 写= し に よ り
√

平

＝　
成 ２ ２ 年 ７ 月15･ 日 に 遅 延 特 別 加 算 金 ９ √ ２ １ ９ 円 を 請 求 人 が 受 給 し で い る の を 確 認

‥
二し た こ と

。　　　　　　 い　
＼　　　　　 ソ　　　　　　　　　　　　　　　 。･

( ９) 処 分 庁 は
、

請 求 人 が 平 成 ２ １ 年 １ ０ 月 ２ ９ 日 に

、

妻 の 平 成 ２ ０ 年 ２ 月 の 診 療 に 係 る

高 額 療 養 費 と し て ５ 9,360 円 を 受 給 し た の を 確 認 し た こ と
。　　

卜

(10) 処 分 庁 は

、ﾕ
請 求 人 の 年 金 の 誤 認 定 が 発 生 し

、

① 平 成2  0  ^3 月 分 は3  2,  7  2 ５ 円

を 多 く
、

② 平 成 ２ ０ 年 ４ 月 か ら 平 成 ２ １ 年 ３ 月 ま で の １ ２ ヵ 月 間 は 月 ３

，
０ ０ ０ 円 を

少 な く
、

③ 平 成 ２ １ 年 ４ 月 か ら 平 成 ２ ２ 年 ７ 月 ま で の:L6 ヵ 月 間 は 月 ９

，

９ ３ ３ 円 を

少 な く 認 定 し て い た こ と か ら
、

合 計 １ ６ 2,  2  0  3 円 の 過 支 給 額 が 発 生 し て い る こ と

｡
･　

を 確 認 し た こ と
。

(11) 処 分 庁 は

、｡

平 成 ２ ２ 年 １ ２ 月 ９ 日 に 家 庭 訪 問 し た 際
、

平 成 ２ １ 年 に 年 金 記 録 の 訂 正

に よ る 差 額 等 が 支 給 さ れ て お り √ 返 還 と な る こ と を 伝 え た こ と
６‘　　　　　　　 ｊ 

ｔ

こ れ に 対 し 請 求 人 は
、｢

前 担 当 ケ
ー ス ワ

ー
カ

ー
か ら｢ い

っ
ぱ い 入 る か ら 滞 納 し て い る

卜 分 を 払 づ た 方 が い い
。｣

と 言 わ れ た の で

、
そ れ に 従 い 税 金 や 公 共 料 金 の 滞 納 分 を 支 払 っ

●　　　　　　　　　　　　　　　 。　　　　　　 ●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
●・　　　　 ・　　　　　　　　　　　　　 ●

た
、

前 担 当 ケ ー ス ワ ー
カ ー が そ う 言

っ て か ら 止 ま
っ で い た 請 求 書 が 届 き 始 め た の で √

福 祉 事 務 所 で は 年 金 が 入 る こ と を す べ て わ か
っ

て い た は ず で あ る｡

。

担 当 ケ
ー ス ワ ー

カ

ー が 変 わ
っ

た の に
、

な ぜ 前 担 当 時 代 の こ と を 蒸 し 返 す の か
。｣

と 返 還 に 難 色 を 示 し た こ

と
。　　　　　　　　　

レ　　　　 ＼　　　　　　　　　　　　　

、

処 分 庁 は
、

返 還 に つ い て は ま た 相 談 さ せ て も ら う と 請 求 人 に 伝 え た こ と

。

(12) 処 分 庁 は

、

平 成 ２ ３ 年 ３ 月 ２ ４ 日 に 家 庭 訪 問 し た 際

、
年 金 記 録 の 訂 正 に' よ り 支 給 さ

れ た 差 額

、

妻 の 高 額 療 養 費 の
支 給 額 及 び 請 求 人 の 年 金 の 誤 認 定 に よ る 過 支 給 額 の 合 計

。　

約 １ ３ ５ 万 円 を 返 還 し て も ら わ な け れ ば な ら な い と 請 求 人 に 説 明 し た こ と

。
グ

こ れ に 対 し 請 求 人 は｢ 当 時 の 担 当 ケ 、 － ス ワ ー カ
ー

か ら 請 求 が 来 た 分 を 払 わ な け れ ば

認 定( 請 求 人 に よ れ ば 生 活 保 護 の こ と) を 取 り 消 す と 言 わ れ た

。

そ れ ま で 止 ま
っ て い

■　 ■!l,ll,●･･` ･I'i,心゛　･･･' ｀･･● ●"･･　･･ ゛｡●･･｀'I　I'･III °･ ･ﾐ･･･' ･'･･I･ ●､●･¶･-･㎜･･¶･･I●- ―!･･･ ･゜･` '`●●゚ ｀･･I'｡･" ･' ‘ ･` ' ｀･I ･゜"'･"“"●II'I III･
‥｡･･|甼･-･ I･l,●I■･ ･･㎜･｡■･■､r ･･■¶･I ■　' ‾I '･■I'･¶"･･'a¶･･I"･ ¶･ ■､㎜･a● I ････　 ●･II･ ･ ｡●･-.ia

た 請 求 書 が 年 金 記 録 の 訂 正 に よ る 差 額 の 受 給 と 同 時 期 に 届 い た の で
、=

税 や 水 道 料 の 滞

■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ■　　　　　　　　　　　　　　　　　 ● 〆・　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ■　　　 ・
納 分 の 支 払 い に 回 し て し ま

っ
た

。

福 祉 事 務 所 と 税 務 等 の 連 絡 が 取 れ て い た た め
、

こ の

よ う な こ と に な
っ て い る し

、

厚 意 だ と 思 づ て い た
。

そ れ を 今 返 せ と 言 わ れ て も 困 る
、

ｉ　 生 活 に 余 裕 が な い

。=

困
っ

て い る か ら 生 活 保 護 を 申 請 し た の に
、｡

滞 納 分 を 請 求 す る の は

ず る い や り 方 だ

。｣
と 処 分 庁 を 非 難 し た こ と

。　　　　
▽

処 分 庁 は 請 求 人 に 対 し

、/

返 還 に 応 じ ら れ な い こ と は わ か
っ

た が
、

年 金 記 録 の 訂 正 に

弓冫



よ る 差 額 の 受 給 等 が あ る こ と は 認 め る か と 質 問 し た と こ ろ 「 そ れ は 認 め る6 」 と 聞 い た

■　　　 Ｓ　　　　　　　 Ｊ　　　　　　　　　　　　 。　　　　　 ”　　　　　 ¶　　　　　　　・こ と 。　　　 ｀

（13） 処分庁は、平成２３年３月２４日にケース診断会議を開催し、請求人の年金記録の？ｉ“争゙冫.‘:､.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
j. 、じ ．･訂正により支給された差額、妻の高額療姜費め支給額及び請求人の年金の誤認定によ
ｊ “ 匚 る過支給額の合計3  5 7, ３ １円について、生活保護法第６３条により返還を… …………､..

求めることとしたこと．　　　　　　　　　　　 ゲ　･･･・．･　　　　　　・　・

酊

二:＿澂4） 処分庁は、平成２３年５月２３日に家庭訪問し、６３条返還の方法について訪ねた
ところ、請求人から「返還を認めたわけではない、この間は担当ヶ－スワーカーから
１０年かかれば払えると言われカチンときた。通知から２ヵ月たっていないので知事
に言七）てやる。1前担当ケースワーカーから年金が入らたら税金や水道代、介護保険料
など滞納分を支払った方がよいと言われ、払わないと保護を打ち切られると思い払っ
た。残っていない6､」と返答があったこと。／ 、　　　　　　 卜
これに対し処分庁は、督促状を発行すると話したこと。また、次回訪問時までおお

まかな額でいい` ので、何に使ったかメモしておぐよう請求人に伝えたこと。

第４　･判断　　　　　　　　　　　　　 ＼　　　　　　　　　　　　　　　 ・
法第６３条は、「被保護者が、急迫の場合等において資力があるにもかかわらず、保護 ・

を受けたときは、保護に要する費用を支弁した都道府県又は市町村に対して、すみやか
に、その受けた保護金品に相当する金額の範囲一内において保護の実施機関の定める額を
返還しなければならない。Jjと規定していることから、本件について検討する。

（１） 請求人の年金記録の訂正により支給された差額について検討する。「生活保護受給者
の年金記録問題」への対応について」［平成］／9年 ］∠2月２８日付け厚生労働省社会，援
護局保 に‘よれば、（１）遡及して支給された年金のうち、５年以内
の 年 金 に つ い て は 従 来 ど お り 、 法 第 ６ ３ 条 に 基 づ く 費 用 返 還 請 求 の 対 象 と し 、ﾚ(2)  5

・　　　　１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　　　　　　　　　　･１年 以 上 前 の 年 金 に つ い て は 、 法 第 ６ ３ 条 に よ る 返 還 対 象 とせ ず 、 保 護 の 要 否 の 判 定 、 あ

る い=は 保 護 費 の 算 定 上 、 支 給 月 に お い て 収 入 認 定 す る も の と し て 取 り 扱 う‘こ と と さ れ て

い る 。

本件処分を見ると，認定事実（７）及び（８）の,とおり，
より支給された差額ｉ，１ ３ 5,768 円のうち，５８４，
の対象となることは明らかである。

請求人の年金記録の訂正に

２ ４ ９ 円は法第 ６３条返還

また、５ ４ 2, 3  0 0 円は支給月である平成｡21 年５月に収入認定すべきであるが、。
認定事実（６）の･とおり、処分庁が差額の支給されたことを確認したのは平成２２年７
月であり、よって処分庁が法第６ ３条の対象としたことはやむを得ない。

・　なお、遅延特別加算金９け２１９円にづいｔ は支給月である平成２２年７月から遅滞
なく収入認定されるべきものだが、法第６３条の対象とすることは違法又は不当とまで
はいえない。　　 十　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　　　 十　 ＼

（２） 次iこ、妻の高額療養費の支給額について検討する。認定事実､（９）のとおり、平成

旧



２１年ilO 月に請求人吐対し高額療養費5  9,3 6/O 円が支給されているがjj 分庁は、 ’埣

保護開始前の平成２０年２月の妻の受診により保護開始時に資力が発生したとして法第
６３条返還の対象としている。しかし、受診の時点では高額療養費の支給は客観的に確

を有しないことから、資力の発生は医療費の支払いが完納した時点と考えられる。
本件を見ると、保護開始前の診療にかかる医療費の未納分がいつ納付されたかが問題
なるが、審査庁の調査の結果、請求人は医療費の未納分を保護開始後の平成2 匸O年１
月５日から平成２１年６月１日までに医療保険対象外の費用を含む１ ０ 7, 7  60 円

を分 納していることが判明､して いる。

よ って、請求 人は生活扶助費等め中から未納分を支払い、自己負担限度額を超えた５

9,  36 ０ 円を高額療養費として受 給していることから、保護開始時において資力は発

生じておらず、また保護開始後も新たな資力は発生していないものと解きれる。

以上により、本件処分のうち、高額療養費の支給額５ 9,360 円に相当する額を返

還 すべきとした部分を取り消す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ∧　　 ＼
（３） 次に、請求人（?:）年金 の誤認定 によ､る 過支給額について検 討する。「生活保護法の解釈。

と運用」（昭和２６年刊行厚生省社会局保護課長小山進次郎著）によれば、保護の実施機

関が保護の程度の決定を過づて不当に高額の決定をした場合等も、法第６３条に基づき

返還 の義務があるとしていることから、処分庁による年金の誤認定により発生した過支

/給額 を返還 の対 象とすることは問題がない。　　　　　　　　　 卜

（４） 次に、返還額を決定する際に、自立更生のための費用を本来の要返還額から一部控
除できるかどうかを検討する。　　　　　　　　　　　　　 ／

「生活保護問答集について」（平成２ １ 年 ３ 月 ３１日厚生 労働省社会・援護局保護課

長事務連絡）j問13-5 によれ ば、法第 ６３条に基づく返還鈿 牽決定する際に、原則と

して当該資力を限度として支給した保護金品の全額を返還額とすぺきとする一方、保護

金品の全額を返還額とすることが当該世帯の自立を著しく阻害すると認められるよう

な次の５つの場合については、それぞれの額を本来の要返還額から控除して返還額を決
定する取扱いとして差し支えないとしている。　　　　　　　 ・　　　▽　　　Ｉ

ア　 盗難等の不可抗力による消失した 額。（事実が証明されるものに限る。）、

イ　 家屋補修、生業等の一時的な経費であって、保護（変更）の申請があれば保護

費の支給を行うと実施機関が判断する範囲のものにあてられた額。（保護基準額

以内の額に限る。）　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＼　　　　　 ト
ウ　 当該収入が「生活保護法による保護の実施要領についで」「昭和３６年4 」ﾐ1 1 日

付け厚生省発社第１ ２ ３ 号厚生事務次官通知。以下 「次官通知」というノ）第８

の３の（３）に該当するものにあっではI、課 第８の４０の認定基準に基づき実施

＼　 、機関が認めた額。 （事前に実施機関=に相談があった ものに限 る。 ただし、事後に

相談があったことについて真にやむを得ない事情が認められるものについでは√

挙証資料によって確認できるものに限り同様に取り扱って差し支えない。）

。　 工　 当該世帯の自立更生のためのやむを得ない用途にあてられたものであって、地

域住民との均衡を考慮し、社会通念上容認される程度として実施機関が認めた額。
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なお、次のようなものは自立更生の範囲には含まれないものである。 十
①いわゆる浪費した額　∧

卜 ②贈与等により当該世帯以外のためにあでられた額　　　　　　　　　 尚
尚･ ③保有が容認されない物品等の購入のためにあてられた額
オ　当該収入があったことを契機に世帯が保護から脱却する場合にあっては、今後
の生活設計等から判断して当該世帯の自立更生のために真に必要と実施機関が認
めた額。　　　　　　　　　　　　　　　 づ　　　　　　　　　　　　　　 … …

本件について、請求人は「税金、保険料や水道料等の支払いに充てた。」と主張す
ることから上記ア、イには該当せず、年金記録の訂正による差額等の受給後も保護が
継続されていることから上記オにも該当しない。
年金記録の訂正により支給された差額等は、次官通知第8 ’の３の（３）に列挙され

ているもめのいずれにも該当しないことから、上記ウにも該当しない。　　　　・
請求人の主張する「税金、保険料や水道料等の支払い」は請求人の保護開始前の債

務の返済であり’、「当該世帯の自立更生めためのやむを得ない用途」に該当すると認
めることはできないことから、上記工にも該当しない’。　　　　　　　　　　　　 ＼
以上から、本来の要返還額からツ部控除できる自立更生のための費卅はないものと

認められる。　　 十　　　　　　　 ＼　　　　　　　　　‘　　　　　　　 ヽ
（５） なお、請求人は、「年金については処分庁により管理されていると認識していた。」
と主張しているがい法第６！条は「被保護者は、収入、支出その他生計の状況にっい
て変動があったとき、又は居住地若しくは世帯の構成に異動があったときは、すみや
かに、保護の実施機関又は福祉事務所長にその旨を届け出なければならない。」と規定
している。　　　　　　 卜　　 ／　　　　　　　　　　　　　 ▽
ここでいう「収入」､は保護費を除いての広い意義において層いられていることから、

請求人の年金記録の訂正により支給された差額及び妻の高額療養費の支給額について
は、請求人が届け出する義務がある。

（６） また、請求人は、「年金と生活保護費で生活しており、預金が亙く返還できない」
’と主張するが、請求人が年金記録の訂正による差額等を受給した時点で資力があると
ご認められることから、法第り３条に基づき、すみやかに、その受けた保護金品に相当
＼する金額の範囲｡内において保護の実施機関の定める韻を返還しなければならないもの
である。　 ／

な お 、 認 定 事 実 （ ５ ） の と お り 、 処 分 庁 は 、 年 金 記 録 の 訂 正 に よ り 支 給 さ.れ た 差 額

等 に つ い て 、 請 求 人 か ら の 届 け 出 で な く 平 成 ２ ２ 年 ６ 月 に 実 施 し た 課 税 状 況 調 査 に よ

‘ り 把 握 し た も の だ が 、 請 求 人 に 対 し 、 保 護 制 度 の 正 し い 理 解 の 促 進 及 び 届 け 出 の 義 務
●　　　　　・　　　　　　　　　　　　 ｆ　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｊ　　　　　　　・’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●Ｗ　　’等 に つ い て の 適 切 な 助 言 、 指 導 を 徹 底 さ れ たIい ．

ま た 、ﾐ 認 定 事 実 （7 ）、(8) 及 び(13) の と お り、 処 分 庁 は 、 平 成 ２ ２ 年 ８ 月. に 請
Ｉ　　　　．　 ｌ丶　　　　　　　 Ｉ　　　　　　　　　・

Ｉ　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　― ｌ
求 人 が 年 金 記 録 の 訂 正 に よ る 差 額 を 受 給 し て い る 事 実 及 び そ の 金 額 を 確 認 し て か ら 法

第 ６ ３ 条 に 基 づ く 返 還 額 の 決 定 処 分 を 行 う ま で 約 ７ヵ 月 を 要 し ｔ い る が 、 迅 速 な 実 態

Ｇダ
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把握及び事務手続きに努められたい。
ｌさらに√処分庁の年金の誤認定により、請求人に対する過支給額が生じているが、
請求人の協力を得なが､ら、適正に事務処理を進められたい。

第５　結論

鳥
ぶ
ヵ

以上のとおり、行政不服審査法（昭和３７年法律第１６０号）第４０条第３項の規定
により、主文のとおり裁決する。　　　　　　　　　　　 ＼

Ｃ
平成２３年８月９日

教

秋田県 知事　 佐　 竹　 敬

－不

こ の 裁 決 に 不 服 が あ る と き は 、 こ の 裁 決 が あ づ た ご と を 知 っ た 丑 の 翌 日 か ら 起 算 し て ３

１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。。１０ 日以 内 に 、 厚 生 労 働 大 臣 に 対 し 再 審 査 請 求 を す る こ と が で き ま す （な お 、 裁 決 が あ っ た

こ と を 知 う た 日 の 翌 日 か ら 起 算 し て ３ ０ 日 以 内 で あ 七）て も 、 裁 決 が あ っ た 日 の 翌 日 か ら 起

算 し て １ 年 を 経 過 す る と 再 審 査 請 求 を す る こ と が で き なく な り ま す 。 ） 。

ま た 、 こ の裁 決 に う い で は 、 こ の 裁 決 が あ っ た こ と を 知 っ た 日 の 翌 日 か ら 起 算 し て ６ か

月 以 内 ’に1し と の 裁 決 の 前 提 と な る 決 定 を し た 市 を 被 告 と し て （訴 訟 にお い て 市 を代 表 す る

も の は 市 長 と な り ま す 。卜） 決 定 の 取 り 消 し め 訴 え を 、 あ る い は 県 を 被 告 と し て （訴 訟 に お

い て 県 を 代 表 す る も の は 知 事 と な り ま す 。 ） こ の 裁 決 の取 り 消 し の 訴 え を 提 起 す る こ と が

で き ま す（な お 、裁 決 が あ っ た こ と を 知 っ た 日 の 翌 日 か ら起 算 し て ６ か 月 以 内 で あ って も 、

裁 決 が あ っ た 日 の 翌 日 か ら 起 算 し 忿 ！ 年 を 経 過 す る と 決 定 及 び 裁 決 の 取 り 消 し の 訴 え を 提

起 す る こ と が で き な く な り ま す 。 ）ｙ

μ


